
介護部会 川崎ブロック会議報告書 

 

実施日 令和 5 年 6 月 21 日（水）14：00～15：00  

開催場所 各施設  

参加施設 8 施設  

・レストア川崎・幸正の苑・ろうけん宮前・樹の丘・よみうりランドケアセンター ・ 

つくしの里・千の風川崎  （帝京大学老人保健センター 書面参加） 

 

今回も継続して Zoom を利用したブロック会議を行った。 以下について千の風川崎の 

田中氏により議事、進行がなされた。 

 

 議事 新型コロナ感染症 5 類移行後の各事業所の感染対策について（1・2・3・は職員）  

 

1 陽性者の待機期間について（症状あり・症状なし） 

 

 ・陽性者の隔離、従業員の就業規則については現状と同じ対応 10 日間の自宅待機。10 日

間過ぎるまで高齢者やハイリスク者との接触を控える（2 件） 

 

 ・発症日を 0 日として症状があれば 7 日間。無ければ 5 日間で出勤可。  

 

・発症日を 0 日として 5 日間。症状がある場合は 7 日間の自宅待機 発症から 5 日で症

状が無ければ 6 日目の抗原陰性で解除。 

 

 ・発症日を 0 日として 5 日間かつ症状軽快から 24 時間経過後、就業可 無症状の場合

は 5 日間経過で就業可。 （２件） 

 

・5 日間自宅待機。復帰後の検査は必要とせず。 

 

・発症日を 0 日として 5 日間。  

 

 2 濃厚接触者の自宅待機  

 

 ・現状ほぼ変更ないが同居の家族が中学生以下の場合は 7 日間丸々自宅待機。  

8 日目に抗原実施。陰性にて 8 日目から出勤可。  

中学生以上の場合は 4 日目、5 日目に抗原し両日陰性であれば 5 日目で出勤可。  

 



・2 日間の自宅待機。3 日目出勤し、現場へ入る前に抗原実施。陰性で就業可。  

 

・症状が無くても 3 日間は毎日抗原実施し陰性の場合、出勤可。  ・4 日目に抗原で陰性な

ら出勤可。  

 

・出勤可。最終接触日を 0 とし、５日間の抗原検査実施・出勤前の陰性確認・出勤時、食事

は単独で職員食堂利用禁止。 

 

3 出勤時の体温測定  

 

・体温測定は継続。記録又はチェック表は終了。（2 件） 

 

 ・自宅にて検温実施。  

 

・出勤時毎に実施。（3 件）  

 

・例外として送迎の運転手は記録を継続。 

 

・出勤時、検温と健康観察表の記入を実施。 

 

 4 外出・外泊 

 

 ・各施設、それぞれの条件下で可否を決定。外出においては受診等に関しては概ね緩和傾

向。 外泊も施設基準だが再開検討も多い様子。 

 

・病院受診、家屋調査、各種手続きは認め、外食、行楽は控えてもらっている。 

 

 5 入所時の抗原、・ＰＣＲ検査について 

 

 ・病院から入所の場合はＰＣＲ検査をお願いしている。その他は自施設で抗原を実施。 入

所前の一週間熱を測っていただく。来苑時に抗原を実施。 

 

 ・ＰＣＲは実施せず、抗原キットがあるうちは継続。 

 

 ・抗原のみ実施。（2 件） 

 



 ・外出同様、受診日を 0 日とし 3 日目の朝に抗原で陰性の場合隔離解除。  

 

・行っていない。  

 

・入所時 PCR 検査終了。抗原検査２回実施。（陰性確認まで隔離） 

 

6 面会について  

 

・各施設、予約、時間等の制限あり。感染対策を行った上、施設毎の条件で個室、フロア、

専 用ブース等で対応。お看取りの方は特例にて制限なし。 

 

・ZOOM 面会継続。実面会開始（５/８～）３枠/日、１５分、３名程度まで、マスク着用、

小学生以下原則不可。 

 

 7 テーブルパーテーションについて 

 

 ・継続して使用。撤去したが状況に応じて使用。全て撤去しテーブル対面可など独自の判

断で 運用されている。 

 

 8 行事レクについて  

 

・通常レクは感染対策を行った上で増加傾向。大規模な行事はフロア別で実施。今月 7 月

より 検討、今年度は見送る等、各施設の状況により実施されている。 

 

・フロア単位で実施。施設全体では未実施。 

 

 9 ボランティアの受け入れ 

 

 ・フロア移動するボランティアは不可。同フロアで移動が無ければ可。  

 

・外部業者は必ずマスク着用。利用者との会話はしない条件でフロアへ。 

 

 ・今後の夏祭りから受入れを検討。  

 

・5 月より再開で外部のボランティアを受け入れている。 子供のボランティアは受け入れ

再開していないが 7 月を目途に検討。 



 ・受け入れていない。 

 

 10 その他の対応  

 

・各施設の感染対策のルール等の決定に至るまでの経緯について各施設解答。決定事項は主

に 施設長含む管理職者での会議で決定。または感染対策委員会を中心に活動、指導を行

っている現状。  

 

・実習生受け入れについての質疑応答では、各施設、感染対策を学生側にも施設職員と同等

の 条件、調整を行った上で受け入れている状況。8 施設中 6 施設は再開となった。 

 

 

 

  以上 


